○○○○○○会館の外壁タイル調査報告書

小田建築設計事務所

○○○○○○会館の外壁タイル調査結果の考察

まず、打診調査にはレベルⅠとレベルⅡがあります。
レベルⅠは目視で異常のある部分を部分打診、レベルⅡは全面打診です。
そのレベルⅠレベルⅡの調査の選択は予備調査の結果で次の場合はレベルⅡになります。 
①直径３０㎝以上のまとまった剥落箇所が１カ所以上存在する。
②ひび割れが壁面全体に発生しているか、局部的にひび割れが大きいかまたは集中している箇所が２か所以上存在する。
③ふくれが１カ所でも存在する。
④部分打診法等による探査の結果浮きの面積が探査の面積の１０％以上または浮きの大きさが直径５０㎝以上まとまった個所が１カ所でも存在する場合。
⑤その他異常が認められる場合でタイルまたはモルタルの剥落による災害防止の観点より診断レベルⅡを実施すべきと判断された場合。
そして、レベルⅡの測定結果の判定は浮きやふくれはすべて危険なものと判定し補修又は改修を実施するとなっています。

今回の調査で災害危険度大と判断されるのは、調査で膨れのあった壁面（館長室北側外壁面）と西面の膨れのある極一部だけだと考えられます。
（別紙のマーク部分）

北面：NO.83

西面：NO.15,43,68,76,113,126

上記部分は剥落の恐れがありますので、早急に補修する必要があります。

また、残りの西面の一部、南面、東面の全面打診も必要です。

それから全体的に目視において、劣化による汚れ・水漏れ・錆水・白華は見受けられませんでしたし、打診対象面積に対しての浮き面積の割合、浮き率は極僅かだと思われますので、その他の部位の災害危険度は低いと考えられます。
今回の定期報告の業務範囲では以上の内容ですが、全体の外壁改修工事から考察しますと、外壁とサッシ廻りのシーリングの劣化が見られます。またパラペット天端のタイルの剥がれと浮きが点在しますので、アルミ笠木を設けてタイルの落下を防止する必要があります。

また今回の調査で災害危険度の低い部位においても、浮いているタイルの張替え又はエポキシ樹脂注入などの補修は大切だと思います。
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